
■ 那須塩原駅周辺まちづくりビジョンの位置づけ

‐基本施策４‐
中心市街地を活性化させる

‐基本政策５‐
地域の力と交流を生み出すために

‐具体的施策③‐
那須塩原駅周辺地区を整備する

‐基本政策８‐
まちの持続的発展のために

‐基本施策２‐
多様化するニーズに対応する

‐具体的施策①‐
新庁舎の整備を推進する

第2次那須塩原市総合計画
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■ 那須塩原駅周辺まちづくりビジョン策定イメージ

有識者会議報告書
（外部からの視点）

魅力発信

まちづくりビジョン
目指すべきまちの方向性（２０５０年を想定）

市民懇談会
市民ワークショップ
市民アンケート

（内部からの視点）

将来予測
（環境要因）

歴 史

景 観

テクノロジー

目指すべきまちをどう実現させていくか

ロードマップの作成
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区分 R2.7 8 9 10 11 12 R3.1 2 3

■委員会

■ワーキンググループ

■市民懇談会

■アンケート調査

■オンラインワークショップ

■グループインタビュー

■議会対応

■庁内手続き 　

・パブリックコメント

・調整会議

・庁議

令和２年度

議決

❶（8/4）部長会議後

❶（8/下）

❶（8/下）

全協（2/18）

まちづくりビジョン（基本構想）

❷（10/13)

骨子（案） 素案 確定稿

❷（9/下）

❷（10/下）

意見収集

❸（10/下）

❹（1/12）部長会議後

❹（1/上）

（1/28）

（1/13）

❺（12/下）❹（11/下）

❸（11/10）

❸（11/下）



区分 R3.4 5 6 7 8 9 10 11 12 R4.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

■委員会

■ワーキンググループ

■市民懇談会

■シンポジウム

■ワークショップ

■議会対応

■庁内手続き

・パブリックコメント

・調整会議

・庁議

　令和３年度 令和４年度

(仮称)まちづくりビジョンロードマップ

骨子（案） 素案 確定稿

全協報告

全5回程度予定

全5回程度予定

全5回程度予定

（1/下）

（1/中）

意見収集

ビジョンプロジェクトの実行

ビジョンプロジェクトの実行

ビジョンプロジェクトの実行



■ 令和２年度ビジョン策定庁内組織検討内容

■有識者会議報告書で示されたまちづくりの方向性に
基づく事業の検討
（ＷＧ）既存事業との整合性の検証
（ＷＧ）新規事業の可能性の検討

■市民アンケート・市民ワークショップ・市民懇談会
から示された、まちづくり案等に対する対応
（ＷＧ）まちづくり案等の課題整理と実現化の検討

■事務局作成のまちづくりビジョン（案）についての
内容確認
（ＷＧ）文言チェックや既存計画等との整合性チェック

令和３年度以降のロードマップ作成や令和４年度以降の実施計画への反映を検討

1

2

3

庁内検討委員会 庁内検討ワーキンググループ



■ 令和２年度ビジョン策定市民組織検討内容

■テーマ毎に検討：想定テーマ ①文化・歴史
②観光・イベント
③景観・駅前広場

■前提条件：２０５０年の将来予測に基づく意見交換
■参加姿勢：自由な発想でテーマに基づく自分の想いを伝えるとともに、

他の参加者の想いに耳を傾ける。他の参加者の考えを否定し
ない。

■検討形態：パソコンやスマートフォン等を使用し、オンラインにて意見
交換を行う。

■市民アンケートや市民ワークショップをもとに庁内検討組織が作成した
まちづくりビジョン素案について諮問し、まちづくりビジョン案を策定
することを主な役割とする。

オンラインワークショップ

市民懇談会


